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浜 の話 題  

【1 月 3 日】柴：アナゴ筒漁 

1月3日、横浜市漁協柴支所の漁業者が今年初のアナゴ筒漁を行いました。天候に恵まれて、

少ないながらも初漁としてはまずまずの漁獲がありました。資源管理をしっかり取り組み、以前の

ようにアナゴが湧き出てくるような漁場にして行きたいです。 

   
 柴漁港のアナゴ筒漁船 アナゴ筒の準備 筒で漁獲されたアナゴ 

【1 月中旬】金沢・走水：ノリ収穫最盛期 

1月中旬、横浜市漁協金沢支所及び横須賀市東部漁協走水支所のノリ養殖漁業者は、収穫

の最盛期を迎えています。ノリは、12月ごろから収穫を始め、自家加工して板海苔に仕上げま

す。寒い時期に美味しい、大切な、貴重な海苔ですが、魚類や海鳥などによる食害等の課題が

残っており、日々問題解決に向けて取り組まれています。 

    
 網の上で育ったノリ 漁場でのノリ網の様子 板海苔の加工 

【1 月 14 日】漁業士会・県漁連・県：漁業者交流大会 

1月14日、神奈川県漁業士会、県漁連及び県の共催で、かながわ県民センターにおいて、漁

業者交流大会を開催しました。漁業者及び関係団体ら124名の参加があり、盛況な大会となりま

した。 

新たな漁業士として、みうら漁協 宮川青年漁業士、腰越漁協 関澤青年漁業士、腰越漁協 



河原指導漁業士が認定され、認定証書が授与されました。活動発表として、小田原市漁協刺

網部会 鈴木さんが、「『小田原あんこう』知名度向上の取組-持続可能な地域の名産を目指し

て-」と題し講演を行い、この取組に対して漁連会長が表彰しました。そのほか、「漁業士の活動」

について漁業士会 藤原副会長が、「水産技術センターのスマート水産業技術開発の取組」に

ついて当センター企画研究部長が講演しました。 

   
 県農水産部長の挨拶 漁連会長の表彰 

【1 月 14 日】漁業士会：通常総会 

1月14日、かながわ県民センターにおいて漁業士会通常総会が開催され、令和6年度事業報

告及び収支決算、令和7年度事業計画及び収支予算が協議され、承認されました。また、総会

に先立ち、今年度新たに認定された青年漁業士2名と指導漁業士1名が紹介されました。 

【1 月 16 日、23 日】小田原：カジメ増殖活動 

1月16日、小田原藻場再生活動組織は、早熟カジメ種苗の種挿し作業を行いました。種挿し

したロープは食害防止カゴに入れ、漁港内に設置しました。23日には、江之浦漁港周辺で、増

えすぎたウニの除去を実施しました。今後も食害対策を講じながら藻場再生を目指します。 

    
 種挿しの様子 設置した食害防止カゴ 潰されたウニ 

【1 月 22 日】県漁連・県：漁業就業セミナー 

1月22日、当センターは県漁連と共催で、三浦市三崎水産物地方卸売市場会議室において、

漁業就業セミナーを開催しました。第1部のセミナーに日本さかな専門学校の2年次学生65名

が参加し、第2部のマッチング会（就業相談会）に漁業就業を希望する学生が参加しました。 

セミナーでは、現役漁師の体験談として、長井町漁協所属 仲地さん、小田原市漁協所属 

江森さん、(有)福浦定置網 鳥海さんが講演しました。マッチング会では、講演した江森さん、鳥

海さんに加え、小坪漁協所属 井上さん、県漁連がブースを構え、参加者の相談に応えました。

マッチング会では体験乗船の相談もあり、近い将来の漁業就業を期待します。 



   
 漁業者の講演 マッチング会 

【１月 29 日】しらす協議会：通常総会 

1月29日、しらす協議会は鎌倉パークホテルで令和7年度総会を開催しました。当日は同協議

会会員28名と関係者5名が参加し、事業報告・収支決算や来年度計画が審議・承認されました。

当日は、今後の協議会を担う、最近新規加入した20～30代の若手会員7名の紹介もありました。 

   
  しらす協議会総会の様子 

【1 月 30 日】小坪：ウニ養殖 

1月30日、小坪漁港において、漁業者グループ・合同会社小坪は、3か月間飼育したウニの身

（生殖巣）の成熟状況を確認する試験「ウニ割テスト」を行いました。身は、体重の10%程度に

育っており（13%に達するものもあり）、この時期に出荷可能な状態にまで飼育できることが確認

されました。しかし、3か月間の死亡率が高く、まだ飼育方法を試行している状況です。 

このウニ養殖は、磯焼け対策で採捕したウニを港内の陸上水槽で飼育するもので、藻場の再

生をしながら、新たな漁業収入が生まれることを期待しています。 

   
 ウニ割り器で割る 身を取り出す 



お知 らせ  

【2 月 24 日】金沢漁港海産物フェスタ 令和 7 年 

2月24日（月祝）9：00～14：00雨天決行（荒天中止） 

場所：金沢漁港 入場料：無料 

毎年恒例の冬の祭典です。地球環境を考えたブルーカーボンブース、金沢漁港ならではの

おさかなの街プロジェクトです。県内名産の食べ物もあります。是非ご参加ください。 

漁協のお知らせ http://www.kanazawa-gyokou.com/festa.html 

 

 
 


